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平成 27 年度 国際研究集会発表助成（II 期） 

成果の概要  

医学研究科 教務補佐員 嶺本和沙 

 

1. 参加学会の概要  

研究集会名：European Conference on Visual Perception（ECVP） 

開催場所：リヴァプール大学（英国） 

開催期間：平成 27 年 8 月 23 日～平成 27 年 8 月 27 日 

今回報告者が参加した European Conference on Visual Perception（ECVP）は、視知覚研究

を中心として 1978 年より毎年ヨーロッパの各地で開催されている。参加者はヨーロッパだけでな

く、アメリカ、アジアからの参加も多く、この分野において最大の国際学会の一つとなっている。

また、例年日本からも多くの研究者が参加している。近年では、顔に関する研究が多く発表さ

れており、今年度も顔の認知・知覚に関するセッションが、口頭発表とポスター発表の両方にお

いて設定されていた。 

 

2. 発表の概要  

報告者は、The human face (detection, discrimination & emotion) というポスターセッション

において、「Intensity of the facial expressions influences the aftereffect of facial expressions

（表情の表出強度が表情の順応効果に与える影響）」との演題名で、8 月 24 日にポスター発表

を行った。発表内容は下記の通りである。 

これまで多くの先行研究によって、ある情動表情（順応刺激）を見続けると、その後に見る同

じカテゴリの表情（テスト刺激）がわかりづらくなる「表情に対する順応効果」が報告されている。

表情に対する順応効果は、順応後に提示される表情の認知を変容させる現象であるため、こ

の効果に影響する視覚情報を調べることで、表情の認知過程の特性を明らかにできると考えら

れる。 

本研究では、順応刺激に表出強度が異なる 3 種類の用いることで、表出強度が順応効果に

与える影響を段階的に検討した。刺激として、怒り・恐怖・喜び・悲しみの表情を使用し、表出

強度は中性表情との合成により操作した。テスト刺激には天井効果を避けるために表出強度

の弱い表情を使用した。順応刺激のうち最も表出強度の弱い条件では、テスト刺激の表出強

度と心理的に同程度の刺激を使用した。参加者はテスト刺激が何の表情に見えるかを回答し、

正答率を順応の強さの指標とした（順応が強くなるほど正答率が低くなる）。さらに、順応刺激と

テスト刺激の人物が同じ条件の実験 1 と、異なる条件の実験 2 の 2 つの実験を行い、表情に

対する順応が、異なる人物の表情に対しても影響を与えるかについても検討した。 

 

順応刺激が強くなるほど、順応効果への影響が大きくなるという結果が得られたことから、表

情の認知には、表情の強度（中性表情からの距離）が重要であることが示された。この傾向は、

すべての表情カテゴリにおいて同様であった。また、順応刺激とテスト刺激が心理的に同程度

の強度の条件でも、テスト刺激の表情認知が困難になる結果となったことから、テスト刺激の認



知が困難になるのは、表出強度の強い順応刺激と弱いテスト刺激を比較したことによる反応バ

イアスによるものではなく、順応という現象の結果であることが示された。さらに、表情に対する

順応は実験１と実験 2 に共通して見られ、順応刺激の表出強度に応じてその強度は変化した。

この結果は、表情と人物の認知過程が独立して行われていることを示唆するものである。 

 

3. 報告者の研究発表に関する成果  

 本学会でのポスター発表を通じ、各国の参加者と有意義な議論を行うことが出来た。順応と

いう現象は、元々顔や表情のような複雑な視覚刺激に比べて、より単純な色や形といった視覚

刺激の研究分野において活発に使用されてきた。本学会は、顔以外の視覚刺激の研究者も

多く参加していたことから、普段交流することの少ない分野の研究者からコメントをいただくこと

も出来た。本研究は、論文投稿準備中であったが、この学会でいただいたコメントを参考に、修

正した部分も多くある。 

本学会で発表した研究のアブストラクトは、後日雑誌「Perception」に掲載され、無料でオンラ

インによるアクセスが可能になる。そのため、本学会に参加できなかった研究者にも、本研究の

成果を発信することができる。 

 

4. 報告者の研究発表以外の成果  

本学会では顔や表情の研究者も多く参加しており、最新の研究結果に触れたり、研究者と

交流したりすることもできた。研究発表では、今後の研究の参考になる実験方法や、研究結果

を知ることができた。また、同じ分野の研究者と直接ディスカッションできたことで、大いに刺激

を得ることが出来た。 
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